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昭
和
9
年
12
月
1
日
、
丹
那
ト

ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
国
府
津
か
ら

の
熱
海
線
が
東
海
道
本
線
に
な
り

西
側
に
函
南
、
三
島
駅
が
新
設
さ

れ
た
。
旧
三
島
駅
は
下
土
狩
駅
と

な
り
国
府
津
、
沼
津
間
は
御
殿
場

線
と
改
称
さ
れ
た
。
三
島
駅
か
ら

修
善
寺
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
た
現

在
の
伊
豆
箱
根
鉄
道
も
広
小
路
駅

を
出
て
ま
っ
す
ぐ
三
島
駅
、
下
土

狩
駅
ま
で
向
か
っ
て
い
た
線
路
を

止
め
て
、
急
カ
ー
ブ
で
現
在
の
三

島
駅
に
入
り
込
む
線
路
に
付
け
替

え
ら
れ
た
。

沼
津
機
関
庫
は
、
こ
の
丹
那
ト

ン
ネ
ル
の
開
通
、
沼
津
ま
で
の
電

化
完
成
に
よ
っ
て
、
蒸
気
機
関
車

の
箱
根
越
え
の
基
地
か
ら
、
電
気

機
関
車
と
蒸
気
機
関
車
の
付
け
替

え
の
為
の
基
地
と
し
て
大
規
模
な

改
築
が
行
わ
れ
た
。

今
ま
で
蒸
気
機
関
車
の
解
体
検

査
な
ど
を
行
っ
て
い
た
木
造
方
形

庫
は
鉄
骨
ス
レ
ー
ト
張
り
の
電
気

機
関
車
検
修
庫
に
建
て
替
え
ら
れ

た
。
蒸
気
機
関
車
の
検
修
業
務
は

全
て
扇
形
庫
に
移
さ
れ
た
。

ま
た
、
職
員
も
大
規
模
な
異
動

が
あ
り
、
蒸
気
関
係
者
の
転
出
と

共
に
電
気
機
関
車
関
係
者
の
転
入

が
あ
っ
た
。
こ
の
昭
和
9
年
か
ら

戦
後
、
昭
和
25
年
の
静
岡
ま
で
電

化
延
伸
の
間
が
沼
津
機
関
区
の
も
っ

と
も
華
や
か
な
時
代
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。

最
新
鋭
の
電
気
機
関
車
が
次
々

と
配
属
さ
れ
、
昭
和
11
年
に
は
、

超
特
急
「
燕
」
牽
引
用
の
EF
55
型

電
気
機
関
車
が
配
属
さ
れ
る
と
、

流
線
型
の
片
運
転
台
の
た
め
沼
津

折
り
返
し
の
つ
ど
蒸
気
機
関
車
の

よ
う
に
方
向
転
換
す
る
た
め
に
転

車
台
の
上
に
架
線
が
貼
ら
れ
対
応

し
た
。

同
じ
年
昭
和
11
年
、
国
鉄
の
機

構
、
職
制
の
改
正
に
よ
り
沼
津
機

関
庫
は
沼
津
機
関
区
に
名
称
変
更

さ
れ
、
責
任
者
は
主
任
か
ら
区
長

と
な
っ
た
。
同
年
6
月
か
ら
軍
の

要
請
に
応
じ
沼
津
機
関
区
と
山
北

機
関
区
は
、
陸
軍
鉄
道
連
隊
急
勾

配
特
殊
運
転
の
実
習
区
に
指
定
さ

れ
、
津
田
沼
、
千
葉
の
両
鉄
道
連

隊
よ
り
、
実
習
兵
が
派
遣
さ
れ
た
。

鉄
道
省
機
関
士
の
紺
色
の
制
服

に
交
じ
っ
て
白
の
作
業
服
の
鉄
道

連
隊
実
習
兵
が
頻
繁
に
御
殿
場
線

で
運
転
、
投
炭
実
習
訓
練
に
励
ん

だ
。
（
続
く
）

〈
山
梨
・
国
労
O
B
〉

沼
津
ア
ル
プ
ス
登
山

道
近
く
で
、
市
民
ひ
ろ

ば
の
仲
間
た
ち
に
よ
り

養
蜂
を
始
め
ま
し
た
。

昨
シ
ー

ズ
ン
は
女
王

蜂
が
逃
亡
し
て
し
ま
い
、

2
万
匹
近
く
い
た
巣
箱

か
ら
蜜
蜂
が
す
っ
か
り

い
な
く
な
る

と
い
う

大
変
な
経
験
を
し
ま
し

た
。
今
年
3
月
末
に
2

箱
の
巣
箱
を
設
置
。
順

調
に
蜂
の
数
も
増
え
、
毎
日
巣
箱

の
廻
り
を
元
気
に
飛
び
回
っ
て

い
ま
す
。
6
月
頃
に
は
初
め
て
の

蜜
搾
り
を
す
る
予
定
で
す
。

ご
期
待
下
さ
い
！

『
大
鏡
』
道
真
vs
時
平

②

9
0
3
年
、
道
真
59
歳
死
去
。

6
年
後
の
9
0
9
年
、
39
歳
時
平

が
死
去
し
ま
す
。
『
大
鏡
』
は
、

雷
神
と
な
っ
て
現
れ
た
道
真
を
時

平
が
一
喝
し
退
散
さ
せ
た
と
書
い

て
い
て
、
道
真
が
死
後
6
年
以
内

に
は
怨
霊
化
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
六
国
史
や
公
私
の
記

録
に
基
き
信
憑
性
が
高
い
史
料
と

さ
れ
る
平
安
後
期
成
立
『
日
本
紀

略
』
は
、
9
2
3
年
の
醍
醐
皇
太

子
保
明
の
死
の
際
に
「
世
を
挙
げ

て
云
う
、
菅
師
霊
魂
宿
念
為
す
と

こ
ろ
」
と
怨
霊
説
の
流
布
を
伝
え

て
い
て
、
こ
れ
が
道
真
怨
霊
の
語

ら
れ
る
最
初
と
さ
れ
て
お
り
『
大

鏡
』
の
筆
致
と
は
矛
盾
し
ま
す
。

怨
霊
は
非
業
の
死
を
遂
げ
た
人

が
成
る
の
で
あ
れ
ば
、
怨
霊
説
が

出
た
時
点
で
道
真
無
実
は
公
認
さ

れ
た
も
同
然
。
翌
年
、
醍
醐
は
改

元
し
左
遷
の
詔
を
撤
回
し
ま
す
が
、

次
の
皇
太
子
も
5
才
で
死
去
。
9

3
0
年
に
は
内
裏
落
雷
で
大
納
言
、

弁
官
ら
が
死
亡
す
る
に
及
び
、
醍

醐
も
発
病
し
譲
位
崩
御
。
在
位
33

年
46
才
で
し
た
。

誰
の
讒
言
に
せ
よ
冤
罪
を
作
っ

た
の
は
醍
醐
で
す
。
雷
か
ら
天
皇

を
守
る
「
雷
鳴
の
陣
」
も
醍
醐
の

時
に
始
ま
っ
て
い
て
、
時
平
亡
き

後
、
醍
醐
一
人
が
怨
霊
に
苛
ま
れ

て
い
る
観
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

『
大
鏡
』
は
、
醍
醐
の
子
朱
雀
が

怨
霊
を
畏
れ
て
三
歳
ま
で
御
帳
の

中
で
暮
ら
し
た
と
は
書
い
て
も
、

天
皇
の
不
徳
と
恐
懼
は
ス
ル
ー
。

一
方
、
時
平
に
つ
い
て
は
、
讒
言

の
せ
い
で
道
真
の
嘆
き
を
買
い
、

た
め
に
子
孫
短
命
で
後
の
繁
栄
が

途
絶
え
た
の
だ
と
断
じ
ま
す
。

こ
の
道
真
善
VS
時
平
悪
の
構
図

は
世
間
の
反
藤
原
に
は
大
い
に
受

け
た
で
し
ょ
う
が
、
時
平
家
以
外

の
藤
原
に
は
甚
だ
迷
惑
。
同
一
視

さ
れ
て
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。

時
平
死
後
、
藤
原
北
家
嫡
流
と

な
っ
た
弟
の
忠
平
は
摂
政
関
白
を

20
年
務
め
70
歳
で
。
子
孫
は
「
さ

し
続
き
お
は
し
ま
し
、
い
み
じ
か

り
し
御
栄
花
」
と
『
大
鏡
』
が
賛

嘆
す
る
、
師
輔-

兼
家-

道
長
と
続

く
藤
原
摂
関
家
で
す
。

し
か
し
、
時
平
存
命
な
ら
忠
平

は
常
に
２
番
手
。
時
平
短
命
と
子

孫
途
絶
は
ま
さ
に
棚
ぼ
た
で
す
。

道
真
失
脚
で
藤
原
摂
関
が
復
活
、

と
な
る
と
讒
言
は
藤
原
に
は
実
は

善
。
と
し
て
も
悪
者
は
時
平
一
人

で
あ
っ
て
、
時
平
悪
の
怨
霊
説
が

激
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
忠
平
家
の

無
関
係
度
は
高
く
な
る
・
・
・
。

忠
平
家
が
怨
霊
説
を
煽
っ
た
証

拠
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
煽
ら
な
か
っ

た
証
拠
も
な
い
訳
で
、
『
大
鏡
』

の
行
間
に
は
藤
原
や
天
皇
へ
の
忖

度
、
さ
ら
に
は
藤
原
氏
内
他
家
排

斥
構
図
ま
で
も
が
見
え
て
来
そ
う
。

あ
く
ま
で
私
見
で
す
が
。

古
来
、
豊
作
祈
願
で
雷
神
を
祀

る
北
野
社
が
道
真
と
結
び
つ
け
ら

れ
た
の
は
10
世
紀
中
頃
。
9
5
9

年
、
師
輔
に
よ
り
社
殿
増
築
、
神

宝
奉
献
。
藤
原
が
参
れ
ば
社
格
は

Ｕ
Ｐ
で
、
9
8
7
年
、
66
代
一
条

の
時
に
北
野
聖
廟
祭
祀
が
始
ま
り

「
天
満
天
神
」
の
勅
号
下
賜
。
道

長
以
後
の
摂
関
家
で
も
北
野
参
り

は
続
い
た
と
い
い
ま
す
。
忠
平
子

孫
に
は
ま
さ
に
天
神
様
々
だ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

み
し
ま
古
典
を
読
む
会

高
月
フ
ミ
コ

Ⅱ

父
の
少
年
時
代

１

校
長
宅
に
預
け
ら
れ
る

父
道
也
は
明
年
六
年
一
月
十
四
日

の
生
ま
れ
で
あ
る
。
そ
の

前
年
の
五
年
三
月
十
日
、

わ
が
国
最
初
の
新
教
々
会

が
バ
ラ
先
生
を
中
心
と
し

て
横
浜
に
設
立
さ
れ
、
八

月
に
は
学
制
が
公
布
、
十

二
月
に
は
太
陽
暦
の
採
用

と
い
う
よ
う
に
ま
さ
に
新

時
代
へ
の
夜
明
け
を
感
じ

さ
せ
る
世
の
中
だ
っ
た
。

道
也
と
い
う
父
の
名
は

龍
沢
寺
の
星
定
老
師
に
つ

け
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、

そ
の
出
典
は
論
語
だ
と
い

う
か
ら
、
多
分
、
衛
霊
公

第
十
五
の
「
子
日
ク
、
然
。

固
相
師
之
道
也
」
（
子
日

ク
、
然
リ
。
固
ヨ
リ
師
ヲ

相
ク
ル
ノ
道
ナ
リ
）
あ
た

り
に
拠
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

父
は
独
り
息
子
だ
っ
た
か
ら
、
祖

父
の
膝
下
で
さ
ぞ
愛
撫
さ
れ
つ
つ
育

て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
想
わ
れ
る
の

だ
が
、
実
は
そ
う
で
な
く
、
新
学
制

に
よ
っ
て
出
発
し
た
三
島
小
学
校
ヘ

一
年
生
と
し
て
入
学
す
る
と
同
時
に
、

そ
こ
の
校
長
先
生
の
家
庭
に
預
け
ら

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の

学
校
は
、
わ
が
家
か
ら
は
す
ぐ
近
く

の
呼
べ
ば
応
え
る
ほ
ど
の
所
に
あ
っ

た
の
だ
。

そ
も
そ
も
こ
の
学
校
は
学
制
発
布

と
同
時
に
公
立
小
学
校
と
な
っ
た
伊

豆
で
は
一
番
古
い
公
立
学
校
だ
が
、

そ
の
前
身
は
開
心
庠
舎
と
呼
ば
れ
た

学
塾
で
あ
っ
て
、
旧
幕
の
儒
者
吉
原

守
拙
と
そ
の
令
息
呼
我
の
両
先
生
を

指
導
者
と
し
て
い
た
の
が
、
そ
の
ま

ま
三
島
小
学
校
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

当
時
の
学
制
に
よ
る
と
、
小
学
校

は
上
等
・
下
等
の
二
段
階
に
分
か
れ

て
い
て
、
下
等
は
六
歳
か
ら
九
歳
ま

で
の
三
か
年
、
上
等
は
十
歳
か
ら
十

三
歳
ま
で
の
三
か
年
で
、
春
秋
二
回

の
大
試
験
に
よ
っ
て
進
級
が
決
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

学
科
と
し
て
は
、
習
字
、
読
み
方
、

芸
術
、
地
理
、
史
学
、
幾
何
、
博
物

学
、
化
学
、
画
学
と
、
は
な
は
だ
厳

し
い
科
目
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
が
、

実
際
は
ど
ん
な
こ
と
が
教
え
ら
れ
て

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
？

わ
が
家
の
蔵
に
は
、
当
時
父
の
使
っ

た
教
科
書
と
お
ぼ
し
き
木
版
刷
り
和

綴
じ
の
『
文
章
軌
範
』
六
冊
が
遺
っ

て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
な
ど
が
、

当
時
の
教
材
の
主
要
な
も
の
だ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
？
・

そ
の
証
拠
に
は
、
当
時
父
の
同
級

生
だ
っ
た
鈴
木
幸
次
郎
と
い
う
故
老

が
、
『
文
章
軌
範
』
の
一
冊
を
読
み

了
え
て
、
次
の
一
冊
に
移
る
時
に
、

そ
れ
が
買
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
の

で
、
と
う
と
う
退
学
し
て
し
ま
っ
た

と
、
と
て
も
残
念
が
っ
て
話
し
て
く

れ
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
老
人
は
町
の
建
具
職
で
、
戦

後
ま
で
立
派
な
仕
事
を
つ
づ
け
て
い

た
が
、
早
く
世
を
去
っ
た
私
の
父
と

の
少
年
時
代
の
交
友
を
忘
れ
ず
に
、

終
生
墓
参
り
を
つ
づ
け
て
く
れ
た
の

で
あ
っ
た
。

さ
て
、
祖
父
は
幼
い
独
り
息
子
を

何
故
に
校
長
宅
に
託
し
た
の
か
？

お
そ
ら
く
そ
れ
は
守
拙
先
生
の
人
格

的
感
化
を
期
待
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う

が
、
も
う
一
つ
に
は
自
立
の
訓
練
を

さ
せ
た
か
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

吉
原
守
拙
と
い
う
こ
の
人
は
、
幕

末
に
お
け
る
文
武
両
道
の
達
人
の
一

人
で
、
そ
の
門
人
中
に
は
、
山
岡
鉄

舟
、
高
橋
泥
舟
、
大
山
綱
良
、
関
口

隆
吉
等
々
の
逸
材
が
い
た
が
、
長
州

征
伐
の
際
に
軍
奉
行
と
し
て
出
征
し

た
後
は
隠
退
し
、
三
島
宿
の
有
志
だ

ち
か
ら
請
わ
れ
て
郷
塾
「
開
心
庠
舎
」

を
開
き
、
明
治
五
年
か
ら
二
十
一
年

間
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
地
の
青
少
年

育
成
の
た
め
に
尽
瘁
し
た
人
物
で
あ
っ

た
。郷

塾
関
心
庠
舎
の
庠
と
い
う
宇
は
、

中
国
の
周
の
時
代
に
「
田
舎
の
学
校
」

を
意
味
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ

か
ら
、
こ
の
塾
の
目
ざ
す
と
こ
ろ
は

「
心
を
開
く
田
舎
の
学
校
」
に
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
私
の
父
が
預
け
ら

れ
た
守
拙
先
生
の
お
宅
は
、
そ
の
学

校
の
隣
り
で
、
草
葺
屋
根
の
質
素
な

家
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
位
置
は
、

後
に
私
も
入
園
し
た
三
島
幼
稚
園

（
中
央
幼
稚
園
）
の
あ
っ
た
場
所
で
、

現
在
は
三
島
市
役
所
構
内
、
西
北
隅

の
一
角
で
あ
る
。

（
続
く
）

小出正吾回想録(13)
コ
ロ
ナ
巣
ご
も
り
読
書

Ⅸ

「
童
話
か
ら
童
話
へ

」

With

一
、
四
〇
年
程
前
の
司
法
試
験

制
度
を
振
り
返
る
。
受
験
資
格
は

大
学
の
教
養
課
程
を
終
了
し
て
い

る
こ
と
。
受
験
料
は
三
〇
〇
〇
円
。

司
法
試
験
に
合
格
す
る
と
二
年
間

の
司
法
修
習
期
間
が
あ

り
、
こ
の
間
は
準
公
務

員
待
遇
で
生
活
に
不
足

の
な
い
給
与
が
支
給
さ

れ
た
。

そ
の
後
司
法
制
度
改

革
に
よ
り
、
受
験
資
格

は
法
科
大
学
院
の
卒
業
。

合
格
後
の
修
習
期
間
は

一
年
に
短
縮
さ
れ
、
こ

の
間
給
与
の
支
給
は
な

く
貸
与
制
度
が
導
入
さ

れ
た
も
の
の
、
生
活
が

大
変
と
い
う
こ
と
で
近

時
一
部
の
給
付
金
が
復

話
し
て
い
る
。

こ
れ
を
比
較
す
れ
ば

一
目
瞭
然
。
弁
護
士
・

裁
判
官
・
検
事
に
な
る

に
は
お
金
が
か
か
る
よ

う
に
な
っ
た
。

小
中
学
生
の
「
な
り
た
い
将
来

の
職
業
」
か
ら
弁
護
士
か
消
え
て

久
し
い
。

ニ
、
今
思
う
と
、
四
〇
年
程
前

の
我
が
国
の
政
治
の
在
り
様
に
思

い
を
馳
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

司
法
試
験
・
司
法
修
習
を
終
え

て
弁
護
士
に
な
っ
た
者
の
う
ち
、

仕
事
と
し
て
国
・
行
政
を
相
手
と

す
る
裁
判
の
代
理
人
と
な
る
弁
護

士
が
多
数
出
る
。

こ
れ
は
換
言
す
れ
ば
国
や
行
政

に
物
申
す
者
を
、
国
家
が
給
与
を

支
給
し
て
育
て
て
い
た
の
だ
。

三
権
分
立
、
民
主
主
義
が
機
能

し
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
。

三
、
今
は
？

国
の
司
法
行
政
の
ト
ッ
プ
で
あ

る
法
務
大
臣
経
験
者
が
公
選
法
の

買
収
の
罪
に
問
わ
れ
る
。

検
察
事
務
の
事
実
上
の
ト
ッ
プ

で
あ
る
東
京
高
検
検
事
長
が
賭
博

罪
で
処
罰
さ
れ
る
。
諸
外
国
に
は

恥
ず
か
し
い
限
り
だ
。

昨
今
官
僚
希
望
者
が
激
減
し
て

い
る
。
行
政
の
中
で
も
日
本
を
支

え
る
優
秀
な
人
材
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
国
会
も
行
政
も
司
法
も

質
の
低
下
は
は
な
は
だ
し
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
こ
の
状
況
に

私
も
元
気
が
出
な
い
。
日
本
は
大

丈
夫
か
な
。
そ
れ
で
も
元
気
を
出

さ
な
く
て
は
。
踏
ん
張
る
し
か
な

い
か
。

〈
富
士
市

弁
護
士

小
長
谷

保
〉

函
南
町
の
箱
根
南
麓
に
建
設
計
画

が
進
ん
で
い
る
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
計
画

は
、
急
傾
斜
地
の
山
林
を
切
り
開
い

て
下
流
部
に
あ
る
丹
那
盆
地
と
ほ
ぼ

同
じ
大
き
さ
で
建
設
す
る
こ
と
か
ら
、

周
辺
や
下
流
域
の
住
民
か
ら
建
設
反

対
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
事
業
者

は
現
在
環
境
ア
セ
ス
に
入
る
た
め
の

住
民
意
見
の
集

約
を
行
い
県
に

提
出
す
る
所
だ
。

そ
ん
な
状
況
の
中
、
自
民
二
階
派

の
細
野
議
員
が
丹
那
盆
地
で
住
民
と

の
懇
談
会
を
開
き
、
こ
の
計
画
に
反

対
す
る
と
の
表
明
を
行
っ
た
。
彼
の

主
張
は
彼
の
ブ
ロ
グ
で
読
む
こ
と
が

出
来
る
。
「
手
続
き
上
の
最
大
の
問

題
は
、
業
者
と
河
川
管
理
者
（
函
南

町
）
と
の
間
で
「
河
川
協
議
」
が
行

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
」
こ
の
点

に
は
全
く
異
論
が
無
い
。
函
南
町
は

県
に
林
地
開
発
許
可
の
取
り
消
し
を

要
求
す
る
べ
き
だ
し
、
県
も
瑕
疵
あ

る
決
定
だ
か
ら
取
り
消
す
べ
き
だ
と

思
う
。

地
元
で
反
対
運
動
を
主
導
し
て
き

た
「
考
え
る
会
」
の
人
た
ち
は
、
細

野
議
員
に
期
待
す
る
と
し
た
上
で

「
林
地
開
発
許
可
を
ど
の
よ
う
な
手

順
で
取
り
消
す
の
か
、
又
函
南
町
が

太
陽
光
条
例
の
全
面
適
用
を
拒
否
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
聞
い
て
み
た
い
」
と
発
言

し
て
い
る
が
、
彼
は
ど
う
答
え
る
だ

ろ
う
か
。

政
治
的
立
場
を
平
然
と
変
え
、
福

島
第
一
原
発
の
放
射
能
汚
染
水
の
海

洋
放
出
も
当
然
と
す
る
立
場
か
ら
窺

え
る
胡
散
臭
さ
を
感
じ
る
一
人
と
し

て
は
、
こ
の
問
題
で
も
、
も
の
の
見

事
に
裏
切
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
し
て
い
る
。
ネ
ッ

ト
上
で
は
「
県
が
許

可
を
取
消
せ
ば
細
野

さ
ん
の
お
か
げ
、
認
め
た
ら
川
勝
が

悪
い
。
巧
妙
な
自
民
二
階
派
細
野
豪

志
、
た
ち
が
悪
い
」
な
ど
と
揶
揄
す

る
コ
メ
ン
ト
も
あ
る
が
、
総
選
挙
絡

み
の
情
勢
の
中
、
彼
の
本
質
が
見
え

て
し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
な
あ
と
思
っ

て
い
る
。

〈
相
田
〉

郷
土
の
文
学
碑
（
19
）

〈
略
歴
〉

1
9
3
0
年
、
第
四
高
等
学
校
理
科
を
卒
業

1
9
3
2
年
、
九
州
帝
大
中
退
。
京
都
帝
国
大

学
文
学
部
哲
学
科
へ
入
学

1
9
3
5
年
、
京
都
帝
大
教
授
・
足
立
文
太
郎

の
娘
ふ
み
と
結
婚

1
9
3
6
年
、
京
都
帝
大
卒
業
。
毎
日
新
聞
大

阪
本
社
へ
入
社
、
部
下
に
山
崎

豊
子
が
い
た

1
9
5
0
年
、
『
闘
牛
』
で
第
22
回
芥
川
賞
を

受
賞

1
9
5
1
年
、
毎
日
新
聞
社
を
退
社

1
9
6
4
年
、
日
本
芸
術
院
会
員
と
な
る

1
9
7
6
年
。
文
化
勲
章
受
章

1
9
8
2
年
、
世
界
平
和
ア
ピ
ー
ル
七
人
委
員

会
の
委
員
を
務
め
る

1
9
8
8
年
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
博
覧
会
総
合
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る
。

1
9
9
1
年
1
月
29
日

急
性
肺
炎
の
た
め
死

去
享
年
83
葬
儀
委
員
長
は
司
馬
遼
太
郎

小
説
は
同
時
代
を
舞
台
と
す
る

も
の
『
猟
銃
』
『
闘
牛
』
『
氷
壁
』

他
が
あ
る
。
自
伝
的
色
彩
の
強
い

『
あ
す
な
ろ
物
語
』
『
し
ろ
ば
ん

ば
』
等
は
、
自
身
が
モ
デ
ル
。
歴

史
小
説
は
『
風
林
火
山
』
『
真
田

軍
記
』
『
淀
ど
の

日
記
』
他
な
ど
。

中
国
西
域
を
題

材
に
し
た
も
の
に

『
敦
煌
』
『
楼
蘭
』
『
天
平
の
甍
』

等
が
あ
る
。

自
伝
的
小
説
三
部
作
『
し
ろ
ば

ん
ば
』
は
伊
豆
湯
ヶ
島
で
過
ご
し

た
幼
少
時
代
の
、
『
夏
草
冬
涛
』

は
旧
制
沼
津
中
学
校
の
生
徒
だ
っ

た
頃
、
『
北
の
海
』
は
沼
津
中
学

卒
業
後
の
沼
津
で
の
浪
人
生
活
の

1

年
近
く
の
日
々
を
描
い
た
も
の

で
、
高
専
で
柔
道
に
明
け
暮
れ
る

洪
作
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い

る
。
井
上
靖
の
周
囲
に
実
在
し
た

人
物
が
モ
デ
ル
と
し
て
多
く
登
場

し

、

特

に

『
し
ろ
ば
ん

ば
』
中
に
登

場
す
る
、
曽
祖
父
の
妾
で
、
洪
作

と
は
血
の
繋
が
ら
な
い
「
お
ぬ
い

ば
あ
さ
ん
」
（
実
在
の
名
は
「
お

か
の
」
）
と
の
生
活
は
、
井
上
靖

の
人
格
形
成
を
語
る
上
で
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
他
、
老
い
の
境
地
に
入
っ

た
実
母
・
八
重
に
つ
い
て
書
い
た

作
者
晩
年
の
短
編
三
部
作
と
し
て

『
花
の
下
』
『
月
光
』
『
雪
の
面
』

が
あ
る
。

井
上

靖

日本が心配～弁護士から見た近時の司法の状況～

細
野
豪
志
議
員
、
函
南
町
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
反
対
表
明
？

沼
津
駅
北
口
に
あ
っ
た
国
鉄
沼
津
機
関
区

（そ
の
2
）

純度100%蜂蜜
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